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一　　＿＿幽　＿．＿’．　　 ＿．　　 ．　　．．＿　．．　　 ．　．　　　　　　　　　　　　　　　　 め
れを機縁に疏然梅悟して雲山に入りて禁欲、苦行の朝夕を途りたるが、その殊勝なるを愛でし漁
婆祠は、寓有の知識の源泉たる薪語法を彼に授けたり。それより彼は遺り來りて、我促口ちヴァ
ラルチ）に論諦を挑みたるに、論評七日を経て、八日目に至りてパーニニは我に論破せられぬ。
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そのとき突如潔婆W雲中に影現し、大音聲を放てしかば（我が所依とせる）帝繹語法書（Ain－
dravy註araoa）は沈獣し途に滅亡し去りぬj
　愛で更に興味を感ずる顯はヴァラルチと云ふのは最も古いプラー一クリツト語法書の作者として、
パー一・＝同様、印度人の間で示申仙的取扱ひを受けてゐるその人と同名であるとと、叉同名である
とすれば、パー一＝＝の梵語語法書とヴァラルチのプラークリツト語法書との優劣を示した一つの
傳詮とも見られまするし、叉そうでもなくて、現在名のみ傳はつて、箕物の存しないインドラゴ
ー ミンの語法書と推定するとともウィンテル・ッツの試みてゐる如く（Winternitz　Geschichte
（ier　lndischen　Litteratur　B’d．　III，　S．398～9．　Anm．）可能であります。
　さて玄券は然らばパー＝　＝＝の語法書を以つて梵語を學んだかどうかが、我々の興味を誘ふ問題
であります。玄舞は御存じの通り、唐代以前の漠課佛典の誰謬とか語法的不正確を、意議的に
インド原典の正確な蕊蕎を以つて正さうとした大醗課家であり、その梵語の知識の優れてゐたこ
とは今更申す迄もないこと乍ら、慈恩傳には玄券が梵語皐の研究をされた那綱陀寺の修で1ま溺に
特別に語法書の名を指して、どれを以って嬰修したと明記して居りません（醗ネテ婆羅門葺ヲ學
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツネ
ス印度ノ梵書ヲ名ヅゲテ記論トナス、其ノ源ハ始メナク、作者ヲ知ルナシ、毎二劫初＝於テ梵王
先ヅ説キテ天人二傳授ス、是梵王ノ説クトコPナルヲ以テノ故告梵書ト日フ（慈恩傳巷三那欄
陀寺之項）。　たN“、西域記第十二巷の末文によれぱ、玄弊三藏が印度から將來された聲論十三部
ありと載せられてゐます。然しこれとてもその題名も内容も今日から遡って知る由もあbませ
ん。たy“折角十三部もの語法書を將來された以上、その中に三藏自身も西域記や慈忌傳の中であ
れ程くりかへして詳細に興味をもつて紹介してゐられるパ’一・tt－＝の語法書が存在しなかつたと考
へるのは少し無理な様な氣がするのであります。しかし將來された事と、學修され）を事とは自つ
から別悶題である。しかもパーニニは註繹書なくしては印度の婆羅門でさへ理解に差支へる難解
難入の書物でありますから、もし學ばれたとしても必ず何らかの註繹を用ひられた筈だと推想さ
れます。玄弊の場合は門下の諸師の蓮作、就中慈恩大師の選蓮にカバるものから或る程度、紡彿
されはしないかと一聴｛は考へました。尤も私は先にも申しました如く漢剥弗典や漢文の註疏の類
には甚だ不勉強で暗うござV・ます。た貸古來日本の悉曇學嚢が屡々引用してをりますととろの、
慈恩大師撰の「成唯識論掌中枢要」に於ける八鱒聲を詮示する術語、主格Nird酷a、封格Upa“
de§ana、具格Karti：－karaija、爲格Samprad三nika、從格Apad5na、罵格Sv云mivacana・
於格Sa↑nnidh互n泣tha、呼格Amantrana及び男女中三性を例示するPuru＄a，　Strl・Napu乎一
sakaの術語をパe－一・・…：のそれと比較いたしますと、八嚥聲に於ては主格、封格、展格、於格に
於ては蚕然一致せす、具格に於て牢ぱ一致する。　〔この唯識蘂要の格隠係の衛藷と比鼓的一致す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　154，
るのはカーシヤパK56yapaのそれである。
　1．主絡Nlrde§a　　　　　　　　　5．縦格Ap5dattih（？）
2ぷ格Upadesaka　　　　　6・属格Svamibh云v5dil｝0
　3．具著各Kartζ一kara寧a　　　　　　　　7．於］各Sa撃nidhanadi（？）
　4・爲格Sarppradadika　　　　　　8・呼格Amantra亭a
カシヤパ文典（磁1avabodhana）は西紀十二世紀の成立と一般に見倣されてはゐるが、元來
Candra　vyakaraoaを基礎として出來た綱要書であり、後者はチャンlsラゴーミンの作とされ、
七世紀の初期の成立と傳へ、佛教徒の文典として有名。パー一一・・一：tのみならずマハー・2〈・一一シヤを参考
してゐるoカシュミー一ル、ネパー一ル方面に分布してゐる。〔cf．　Winternitz，　Gesch・d’Ind・Litt．　Bd，
IIL　S．399；Takakusu，1－tsing　p．173＆p．224．〕借3ζパ’一’一＝＝一＝＝では男性名詞の性を示す語は
Pu理sであつてPuru§aでない。即ち半ば一致を訣いてゐます。一方、同じく慈恩大師の撰し
た大乗法苑義林章の第一巻に繹義の出て居ります「六合繹」の術語の如きはパー…　と完全に合
致します。　しかし乍らこの場合2〈一＝mの術語から借りたか否かは一概に定め難v・。　と申すの
はヤースカとパーニニとの中間的年代に成立したと推定されてゐる文鰍ブリハド・デーヴァ　3，　一一
（Brihaddevata）第二章第一〇五偏に於ても、
　　Dvigu－dvandva－avyaylbh言vah　karmadharayai　va　ca　paiicaraas　tu　bahuvrihih
　　§asthas　tatpuru＄a㌃｝smξtal］・
　「帯藪樫、相違澤、隣近樺、持業樫及び第五には有財澤、第六には依主繹なりと記憶せよか
　　し」
と出てをり、2〈　一一　＝＝　＝＝以前から確立してゐた術語で、叉パーニニ以後にも普通に用ひられた術語
だからであります。
　更に蘇漫多（格語尾の全稽Sup，　Subanta）聾、底彦多（動詞人穗語尾の全稻Ti6，　T苗a批a）
醗の如きも、玄弊門下の梵學研究に於てはじめてその使用を見る印度語法攣の術語であるが、こ
れは印度ではパーニニ以前に用例のない術語であり、たピパー　・・　・・　va於ては阜にSup．　T而であ
つて一antaを附した用例を見ない鯉1が相違する。
　以上の如き術語としては比較的ポピユラーな性質のものに於ても、ノe－一　・・＝と玄非とは不一致
の卵係を示してをります。
　殉玄弊三藏渡印の大きな目的だと稻せられてゐる「鍮伽師地論」を玄弊課によつて調べてみま
しても、佛典に於ける語法思想と云ふものは、形而上學的思辮が主であつて、語法技術的な藤を
推測する手がかりは絵り得られません。例へば鍮伽師地論巻十五に於いて内明、欝方明、因明、
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工巧明と並んで聾明の檸義が見られますが、「琵明虚を繹す、六相あ列として、L法施設建立
相、2．義施設建立相、3．補特伽羅施設建立相、4．時施設建立稲、5．藪施設建立相、6．庭所、根裁
施設建立稲を略泣してゐますが、法、義の建立は特に形而上學的思藩による言語の体と、体によ
つて詮はさる瓦義の範疇の建立であり、補縛伽羅は男女中三性と一人稽から三人稻に至る人蒋の
建立、時は過現未の三時稽を「過去」「過去殊勝」と云ふ如く六時に分立したもの、藪は、箪激
双鐵複藪、庭所根裁は庭所に五種ありとして、相績、名號、総略、彼㊨’宣詮゜根裁は界頚等を
名づけて根裁とすと云つてゐる。私は、相績は蓮聾法、綴字法、名號は語壼、総路は根本となる
語法書、彼益はの註疏、宣詮は以上の教授解説、根裁は言語の根底としての語根を取扱つたもの
ではないかと考へますが、敦れにしても、佛典中に於ては比較的まとまつた斯の記遠からも、我
々は具依的な子がかXりと云ふものは得られない。顯揚翌致論巻十二や大乗籏百論麗論巷二（玄
弊課）に於ても若予の語法的概念は看られぬでもないが、我々の期待する如き具体的な手がかり
は何一っ得られませぬ。同時に玄舞が或は何かパー一…・＝以外の佛致徒の間で流行してゐだ1緯蘇な
語法書、もしくば語法哲藥書に依操してゐたのではないかと云ふ一方の推測の子がか1）も、以上
のカーシヤパ乃至はチヤンドラ語法書の箇所を除けば、殆んど得られないのであります。
　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　　×
　亥に義澤三減のパー一　＝＝　tn紹介でありますが、玄弊の西域記に比すれぱ、鯵読的要素が勘く、よb
窒質的具体的紹介であります。南海寄蹄内法停の第四㊧三十四「閻方學法」の一章が、それであ
りますが、義灘三藏は、寄麟簿を西紀六九〇年から九二年頃に執筆し、西域求法高倍簿とともに
室利梯逝から唐の中宗に織じた。時に則天武后の長謬元年（鰯己六九二年）。　即ち前後二十三年
に渉る彼の南海印度留畢Z）末期に當り、既に學徳ともに完成の域に達した娯の執筆であり、民審
も充貰してV・ます。
　さて南海寄蹄鱒の第四巻三十四章の西方顕法に於てはパーニニのみならずs
　－、創皐悉曇章（　百頚）（大体悉曇十八章の如きもの）
　　　　スリミヘラ
　ニ、蘇咀腿（S｛ttra）　副ちパー’　＝　＝：の語法書（一千頚）
三、蕊謹（Dh云⑱ath。）語根篇（＿預）
　　　　キ　ラ
　四三棄撰章1．額葱陀駄親（A＄tadhiatu）（一刊頁）
　　　　　　　　2．文茶（Ma輔a　or　Mu鱒a）（一千頚）
　　　　　　　　3．翻～祭歩り↓　（Un云di）　　（一ヨニ褒頁）
カーシSI一ウ恥らツ・Tイ
　五、芯築底蘇咀羅（V；－tti－s亘tra）　（一萬八千頚）
マハば一シヤ
　六〆芯藥底蘇澄羅議灘（cikr穎t）　（二萬囹千頚）
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バルト、｝ハt｝シヤース1・う　　　　　　　　　　　　　，
　一七、　イ文致11可　禾U論　（Bharti：hari　sastra）　（二二萬五千頚）
　八、薄迦論（V三kyapadiya）　（一ヒ百頚）
　九、ヨ暮肇（Pai］3pa？）　（三三二子公頁）
　以上九種の整明論書を列示し、且つ簡要なる解詮を附して述べてゐます。それによつて印度の
兄童（と云つても勿論再生族に圃する上層三階級特に婆羅門階級を中・t・としてのものであらう
が）が八銭に淫した時から二十三哉までの十五年間に第一の創藥悉曇章から第六のパタンヂャリ
　チュロノレニ
の朱禰（翻ちマハー一　2〈　一シヤ）までを順次に、陪議し學修してゆく階程が明らかにされ、印度に
於ける當時の梵語墨の獲際を知る事が出來る課でありますが、七から九までのパルトリハリの論
著に就ては別に就袈年齢と履修年限の規定を與へてゐないところを見ますと、1．随意科目である
　　　　　　オハソドキシカノレ
か、2．或は正統的な敦科書と見倣されてゐなかつたか、3，或は内容が言語哲謬的なものである
ために、特殊な學派に鳥する人とか～部の專問家の學ぶものとされてゐたか、その執れかでなけ
れぱなりません。これを逆に申せば第一から第六まで師ち字母表とパーm　．＝　es法苦及び語根篇、
その附録とも見るべき三棄撫章、ジヤヤアー一ディティヤと、（蒜寮は名を暴げてゐないが、この書
の第六から第八巷までの後孚の作者とされる）ヴァーマナとの共著たるYl　・一シカーヴリッテa、義
浄ではヴ9ッティス・・’1・ラとなつてゐます、更，に「朱禰」は「マハーバーシャ」のととですが、以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シぢエズ
上の六腫の語法書は凡てパー一一・＝を中心とする～聯の緊密不可分の叢書でありますから、古來パ
ー・・一＝＝－Xの完全なる解繹には、その執れを歓いても不可とせられてゐた事が推定される謬でありま
す。しかして、印度に於ては言語の典範は常に婆羅門の言語に存し、その婆羅門階級に於ける正
統的な語法書としてパー＝＝の襟威は殆ど絶封硯されてゐたと申して過言でありませんから、義
浄三藏は、佛教徒たるにも拘らず、特に正統的なる西方墜法を紹介したものと解し得るのであり
ます。義浄渡印の當時に於て、敦養ある一殻階級に、パー’一・＝の語法書が相當普遍的に熟知せら
れてゐなけれぱ、義浮はカータントラ文典とか、チヤンドラ文典とかパ’一　・”　・＝　atりも容易に理解
し得て、しかも佛敦徒に比較的因縁の多い語法書を差措いて、かくも円’寧に紹介する筈がないと
思ふのであります。
“アスP3　SI一ツ　　　ーaレダ
　旬、以上九種の中、三棄嚥章に麗する額憲駄魏、文茶は題名通りのものは現存せづ㍉叉パル1・
リハリの三蓮の著作の中でも第七のシヤ・・Aストラの一部と思はれるものはガナパティシ，、，．一“ス1・り
一
氏とレヴ辰が報告してゐますし、（Winternitz　Gesch．　d．　Ind．　Litt．　Bd．111　S．395．　Anm）
ヴァーキャパデa一ヤは現存してゐるが、　華祭と呼ばれるものが何であるかはまだ確定してE－1）
ません。高楠先生はビ＝・・　一一ラーの指示に從つてそれをB吋a（船）と見13e口avξttiと云ふこと
に昔諜しましたが、どうもそんな言葉はどの宇書にも見當らず、第一明らかにPei－naと識める
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ものをBeぷ乃至Ve◇aと見ることに無理があり、從ひ矯ねます（Takakusu，1－tsing，　P．180；
p．225）田中於菟彌氏は「印度文翠思想」（東洋思潮第一冊）の中でヴァーキャパデa　一一ヤの第三篇
の名褥Pra垣rnaka（雑銭1奇）を別に出したものだらうとし、華祭はプラキールナカのプラ～ク
リツ1・化した形Pai再aであるとしてゐますが、ヴァーキャパデa一ヤは御承知の如く、嚴格なる
梵語の語法に基ける語法學の奥儀書の如きものであり、その題名にプラークリツト語の使用は可
笑しいと思はれます。義浮が何か叉聞きによつて引用したとか、　叉プラークリツト化せる所謂
「パ7iンナ」が籔在するとかc諮明されぬ限り、どうもこれも納得し得なV・のでありますが、姑
く疑問を付して置きます。
　さて義搭三藏が梵語を學ぶに當つてパー＝rを皐んだか否かの問題は、玄非の場合の如く廻り
くどい方法を以つて、しかも不得要領に絡りましkのとは異り、比較的確衰な推定が出來さうで
あります。先づ第一の根擦として西方顕法に於ける語法書の列畢法や設明が趣めて具佑的で、且
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジヤヤペアパテイライア　　ヴリツサイスパペトラ
つ題習の順序が正確に記述されてゐること、ag：II　ic閤耶蘇底所造の芯栗底蘇咀羅（剖’ち我々の言
ふかシ炉ヴ，」・”テDに就て・次の一文がよき根擦となるごとパ陀
　thl　＝＝ハ芯栗底蘇咀羅ト謂フ。部チ是レ、前蘇咀羅（パza－・＝一＝＝のスートラを指す）ノ繹ナリ。上
　　　　　　　　　　　マコト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツマピ
　古二繹ヲ作ルソノ類建二多シ、中二於テ妙ナルモノ十八千頒アtj｝、ソノ経本ヲ演ズルヤ、詳ラ
　カ＝衆義ヲ談ジ籔中ノ規矩ヲ霊シ天人ノ軌則ヲ極ム、十五ノ童子五ue　“＝シテ方工解スベシ、縮
　　　　　　　　　　　ら州（卸ち支那）ノ入モシ西方二向ヒ墨問ヲ求メバ、スベカラク此ヲ知ルヲ要シ（然ルノチ）徐
　ヲ習フ可シ、ソノ然ラザルガ如キハ室シク自カラ螢スルノミ……（中略）……是シ6きき士閣耶ぽ
　底ノ造ルトコm、其人ノ器量弘深文彩秀・稜ニシテ云々……（丁略）。
と極力カーシカーヴリッティを讃美し、この語法書に就いて梵語を學ぶべきことをすsめてゐま
す。更にパーニニ獲特の十系1ξ．聾（動詞の十種の法）を知つてゐること。パタンヂみのマハーパ
ー シャにも言及せることをも考慮に入れて、義澤はパー＝　＝tdiカーシカ～ヴリッチの解繹ととも
に學んだ事が推定に難くなV・のであります。
　旬義樺の今一‘つの著である「求法高僑傅」によりますと、義浮の梵語學修は成享二年の十二月
　　　　　　　　　　　　　　　　ノから同三年の五月まで室利｛弗逝園（Sribhoja）自Pちスマトラのパレンバンに滞在中に或る程度
進み、翌年の二月カルカヅタとベンガル溺をつなぐフーグリ河口にあるタムルク嘗時の耽藻立底
國（T巨mralipti）に上陸、そこで「留住一載梵語ヲ學ビ聲論ヲ忽フ」たのでありますが、三十
九才から五十一才まで十三年間の印度留錫中には勿論種々の語法書にも接したであ1）ませうが、
それに就ての委しい記録はございませんから、それ以上のことは到りませぬ。
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　　【結　　　　諦
　以上、「魏諜十巷榜伽」に於ける「パー”’　・」の言及を獲端とV・たしまして、酉紀七世紀に於
ける玄非義浄爾三藏が、2C－＝　＝＝の名穂、惇詮、語法書に就いて束洋に紹介しました顕末、並び
にこの爾三歳がパ’一・一＝二を果してどの程度に知つてゐたかと云ふ黙につき、甚だ雑駁ではありま
すが、概粗した次第であります
　最後に一言感想を迅べることを許して頂けますなれぱ、中巨1に於ける佛敦東漸以來その弘通を
聖願とせる幾多の高イ留こよる諜経事業と、それに必然的に相俘ふ梵語の研修は、唐代に至つてそ
の頂罰占に達し、東洋入の中から玄雰義浮の如き梵語の大家が生れるに至りましたことは、平素我
々も深く感銘するところでございますが、カバ蔀つて残念に思ひますのは、これら梵語嬰の大家
が、後進のために梵語語法書を著して原典による佛典鯉蕊の道を拓いて置かれなかつた工めに、
極く近代まで殆ど漢諜佛典による佛敦研究に絡始してをり、その間僅かに智廣の宇記とか義渥の
千字丈とか、大藏経に散在する零細な梵語知識の寄せ集めによつて、獅謂「悉曇黎」なるもの
が、細々と梵語研究臭の命脈を保持して來たと云ふ歌態であります。
　翼諦三藏が外道の書である「金七十論」を課して置いてくれましたことが、印度學を稗盆する
こと大でありました如く、玄舞や義浮がパー＝・＝の諮法書やカーシカーヴリジティを謡して’置V・て
くれましたならば、東洋梵語星の基礎は既に西紀七世紀以來確立され、それが我國に渡來すれば
佛敦の内相も外相も、もつと＝．アンスの異ったものになつたでありませうし、慈雲尊者の如き
稀にみる英才を抱き乍ら、語法が到らぬばかりに、あの様に無駄な骨折りをされた遺憾さも、見
すに濟んだととでありませう。
　明治に至つて、日本の佛敦學と印度駆が世界の皐界に登場しまして以來も、語學の顯では常に
立ち遅れをつS［“けてまゐりました。一一方ヨーmツパの阜堺はギリシヤ、ラテンの古典墜に於て鍛
へ上げた語墜的手腕を以つて梵語原典を鮮かに庭理して、途に梵語殴中心に科學的な印度膠を確
立し、」：ヒ較言語禦。比較肺話學、比較民族恩、比較法學、比較何々阜と、印度學の確立を契誕と
して雄大なスグールをもつ星聞の領域を十九＃t紀以來展開する事が出來ましたのも、元をただせ
ば梵語學の優1劫源因であり・その梵語摂を確立するためにはこのパ～ニニの語法書が極めて重
要な役割を果したのであります。
　今日、日本に於てパ’一一＝　＝＝原典の研究に着手しますには、どうしても一世紀串に垂んとする欧
米及び近代印度に於けるパーニニ研究の成果に依存する他はなV・のであります。
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　東洋の悉曇阜はた虻パーニニの名を紹介したに止il　）蜜質的研究史は印度及び西洋に仰がねば
なりません。との顯への反省の一助にもなれかしと、私は敢て玄群義浮によるパ’一　＝・・＝紹介を検
討した吹第であります。
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